
 

国土強靱化 民間の取組事例 402  顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 12 レジリエンスに特化した商品やサービスをつくる 

402 ゲリラ豪雨対策に向けた下水道氾濫検知ソリューションの開発 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

株式会社富士通研究所 
【平成 29 年】 

1020001070106 インフラ関連事業者 
【学術研究，専門・技術サービス業】 

神奈川県 

 株式会社富士通研究所では、都市における大雨やゲリラ豪雨に

よる被害軽減に向けて、下水道氾濫の兆候を検知する技術を開

発している。この技術は、水位計測機能を備えたセンサーをマ

ンホールに組み込み、下水道の水位をリアルタイムに確認でき

ることで氾濫の兆候等を検知するものである。 

 そこで同社では、「ゲリラ豪雨対策 9 年プラン」を策定し継続

的に豪雨対策に取り組んでいる郡山市と連携して、平成 27 年

7月からマンホールセンシングによるリアルタイム水位モニタ

リングの実証実験を行っている。この実証実験では、ゲリラ豪雨発生時の下水道の水位が 20 分で

2.2m 急上昇するなどといった、内水氾濫の兆候の検知につながるデータの取得に成功し、遠隔モ

ニタリングの実行性や有効性などを検証した。 

 水位の変化を数値化することで、排水計画の検証が可能になり、今後の浸水対策の計画策定に活か

すことが可能となる。また、長期間交換が不要となるエネルギー・ハーベスティング技術を採用す

ることで、ランニングコストの大幅な縮減とともに、交通量の多い場所に設置されたマンホールで

の危険を伴う保守作業軽減にもつながる。 

 

▲内水氾濫の兆候を示すデータ 


